
〒454-8509　名古屋市中川区尾頭橋3丁目6番10号

藤田医科大学ばんたね病院
FUJITA HEALTH UNIVERSITY BANTANE HOSPITAL

TEL 052-321-8171 FAX 052-322-4734 発行 広報委員会

二次元コードで今すぐアクセス

検索ばんたね

土曜日午前も
診療しています。

FUJITA HEALTH UNIVERSITY BANTANE HOSPITAL

はんたねニュース

AM：1053ｋＨｚ
FM：93.7MHｚ

radikoでも聴取可能
（放送後7日以内は無料）

CBCラジオ
「北野誠のズバリ」番組内

毎週木曜日　13：41頃～

ばんたね健康ラジオ聴いてますか？

「院内に息づく、書のメッセージ」
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ばんたね病院健康セミナー 
医師·医療従事者と一緒に学ぶ!体験する!

第77回

「どうする、あなたの股関節の痛み」
整形外科　金治 有彦 教授

●４月２４日（木）

「アトピー性皮膚炎の治療と
食物アレルギー」
総合アレルギー科　矢上 晶子 教授

●４月１７日（木）

「生涯現役を貫くために」
統括副院長・脳神経外科
加藤 庸子 教授

●４月１０日（木）

「膵がんの早期発見と治療」
病院長・外科　堀口 明彦 教授

●４月３日（木）
「腎臓と老化」
副院長・内科　稲熊 大城 教授

●5月1日（木）

「きこえを大切に」
耳鼻咽喉科　岡野 高之 教授

●5月15日（木）

「小腸の病気、大腸癌の診断と治療」
先端光学診療学講座　大宮 直木 教授

●5月22日（木）

「おなかの聴診器超音波検査」
消化器内科　橋本 千樹 教授

●5月29日（木）

「口活（お口の活動）で健康長寿を」
副院長・看護部長 摂食嚥下障害看護認定看護師
三鬼 達人 看護師

●5月8日（木）

これまでの放送

ばんたね病院の教職員が、健康にまつわる話を毎週お届けしています。
ぜひお聴きください。

患者さん、ご家族のみなさん、近ごろ物忘れがきになりませんか？
ぜひお気軽にご参加ください!

認知症を知る･備える

【お申し込み·お問い合わせ】
藤田医科大学ばんたね病院
TEL：052‐323‐5792

【参加費】
無料（事前申込制）

2025年6月14日(土) 
14:00~15:00
藤田医科大学ばんたね病院
西棟5階 第1会議室

【日時・場所】
「認知症の最前線 
~認知症は予防できるのか~」
講師：脳神経内科 教授
伊藤 瑞規

第1部 医師による講演

認知機能(コグニション)と運動機能(エクササイズ)を
同時に刺激し、頭を使いながら体を動かすやさしい体操
です。

認知症を予防しよう!「脳活体操」

講師：看護部
長﨑 理香(認知症看護認定看護師)

第2部 体験シリーズ

次回9月開催予定

当院では、来院される皆さまに少しでも心安らぐ時間をお届けできるよう、院内各所に書や絵画を飾っています。
優しい筆遣いや言葉が、患者さんやご家族の皆さまに寄り添う存在となることを願っています。

詩：前川 真悟（かりゆし58）「オワリはじまり」

「肺の手術を受けるとどうなるの？」
呼吸器外科　樋田 泰浩 教授

●6月12日（木）

「救急医療について」
救急科　金子 唯 教授

●6月5日（木） 「心臓病は“見つける”時代へ
あなたを守る検査の話」
循環器内科　渡邉 英一 教授

●6月19日（木）

「ピロリ菌って知っていますか？」
消化器内科　小林 隆 教授

●6月26日（木）

今後の放送予定

書：矢野 きよ実　霄花



ばんたね病院 産婦人科ニュース
分娩室と新生児室が新しくなりました！

｢無痛分娩｣とは陣痛の痛みを、麻酔を使って和らげるお産の方法です。最近は日本でも無痛分娩
を選択される人の割合が増加傾向にあり、日本産婦人科医会の情報によると2023年の無痛分娩
の割合は11.6％になっています。
当院では一般的に行われることが多い“硬膜外鎮痛法”という下半身の痛みを和らげる方法を

用いて無痛分娩を行っています。

無痛分娩について

産婦人科を受診される患者さんへのメッセージ● 心臓や肺の調子が悪い妊婦さんの、呼吸の負担を和らげ、体の負担を軽くします。
● 血圧が高めの妊婦さんの、血圧の上昇を抑えることができます。
● 痛みを和らげることができ、産後の体力が温存できたと感じる人が多いと言われています。
● 子宮胎盤の血流改善

一般的に、妊婦さんが痛みに耐えているときは、子宮胎盤の血流が低下し、赤ちゃんへ
の酸素供給量が減るといわれています。妊婦さんの痛みを緩和することは、酸素供給量の
改善とストレス改善に効果的です。

● 分娩に関すること

● 麻酔によって起こりうる症状

赤ちゃんが産まれるまでの時間が長くなり、赤ちゃんが産まれる際、吸引や鉗子などの器械
を使う頻度が高くなります。また、陣痛を促す薬（子宮収縮薬）を使う頻度が高くなります。

今回は無痛分娩について紹介いたしましたが、当科では患者さんの
病状や状況を丁寧にお伺いしてお一人お一人に最適な治療方針を決
定しています。手術治療においても、悪性腫瘍はもとより、不妊症にお
ける手術も行い、できる限り患者様の体への負担が少ない低侵襲手術
（腹腔鏡・子宮鏡・ロボット支援下手術）を積極的に実施しています。
どうぞお気軽にご相談ください。

予期せず、脊髄くも膜下腔に麻酔薬が入っ
てしまい、重症の場合はお母さんは呼吸がで
きなくなったり、意識を失ったりすることがあ
ります。
血液中の麻酔薬の濃度が高くなり、中毒症
状がでることがあります。麻酔の針の影響で
強い頭痛がおき、場合によっては、処置が必
要になることがあります。
硬膜外腔や脊髄くも膜下腔に血のかたま

りや膿がたまり、手術が必要になることがあ
ります。

無痛分娩のメリットは？

無痛分娩のリスクは？

昨年度に始まった分娩室のリニューアル工事が終了しました。
お母さんにも生まれてくる赤ちゃんにも優しい空間ができ、これまで以上に安心・安全な出産に
臨んでいただけるようになりました。新生児室も新しくなって、よりきれいになりました。壁紙はアニ
マル柄のかわいらしいデザインで、新生児室をやさしい雰囲気にしています。 スタッフ一同、お子様
の健やかな成長を心より願っております。

これらの方法による無痛分娩は、欧米では広く行われており、安全性が確立されています。安全な
管理体制のもとであれば、重い合併症が起こることは極めてまれです。
当院で無痛分娩を希望される場合、妊娠35週ごろまでに担当医に無痛分娩の希望をお伝えくだ

さい。当院は原則としてあらかじめ分娩する日程を決めて、陣痛促進剤を使って陣痛を起こして麻
酔を行う計画無痛分娩を行っておりますが、陣痛開始後の無痛分娩も対応可能な範囲で行います。
無痛分娩は通常分娩費用プラス約7万円です。詳しくは外来にお問い合わせください。

一般的な症状 ごくまれに起こる重い症状

●足の力が入りにくくなることがあります。
●血圧が下がることがあります。
●体温が上がることがあります。

産婦人科　教授
柴田 清住

外来日 木・金曜日

©日本産科麻酔学会
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